
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童が生き生き取り組む 

「秋の自然観察会」 

【取組内容】全校児童が春・冬の野鳥観察、秋の自然観察に取り組んでいます。NPO法人自然環境 

アカデミー代表理事 野村 亮 様が、教員と連携し、全校児童が地域や生き物を愛する 

心情を育めるよう支援してくださっています。上の写真以外の学年では、１年生が南公 

園で自然観察、５年生が多摩川で水生生物観察に取り組みました。 

【工 夫 点】伝統的に複数学年で行ってきた取組を新型コロナウイルス感染症対策のために学年ごと 

に実施しています。全ての子供が活動できるよう道具は一人一つ用意しています。 

【児童の声】（４年生）「様々な種類の生き物がいるきれいな多摩川でみんなと観察して楽しかった。」 

      （６年生）「卒業生から引き継ぎ、自分たちがかけた巣箱を鳥が使ってくれてうれしい。」

【野村様の声】自然環境や生き物、自分や他者を大切にする心を育めるようにこれからも応援します。 
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２年生は学校の横

のせせらぎ川でザ

リガニ釣りに真剣

に挑戦しています。 

３年生は校区にあ

る南公園で昆虫の

観察に夢中で取り

組んでいます。 

６年生は、春にかけ

た校内の巣箱を外

して、中を観察しま

した。 

４年生は多摩川で

ライフジャケット

を着用し水生生物

を観察しています。 


